
日本家庭科教育学会副会長および常任理事の選出に関する申し合わせ 

１．趣旨 

本申し合わせは、日本家庭科教育学会会則第 10条に示された、副会長および常任理事の選出につ

いて必要な事項を定めるものとする。 

なお、本申し合わせは会則を補完するものであり、会則の規定に優先するものではない。 

２．副会長の選出方法 

（１）選出主体 

副会長は、選出された理事の中から互選により選出する。 

（２）選出方法 

副会長の選出は、次期会長候補者の提案のもと、次期理事候補者の了承を得て、以下のいずれかの

方法により行う。 

ア．次期理事候補者による協議  

イ．次期理事候補者による投票（オンライン投票を含む） 

ウ．その他 

 

（３）協議により進める場合 

副会長の選出は、次期会長候補者が以下を踏まえて候補者を推薦し、次期理事候補者の了承を得て

決める。 

ア. 本人の意思 

イ. 業務分担の必要性 

ウ. 学会運営上のバランス 

 

（４）投票により進める場合 

ア. 実施責任は現理事会が負い、その代表は現会長とする。 

イ. 実務は、現理事会の依頼に基づき、選挙管理委員会が協力してこれを行う。 

ウ. オンライン投票を実施する場合は、必要に応じて現常任理事（選挙管理委員を兼ねる者を含

む）がシステム設定等の実務を担当する。 

 

（５）公正性の確保 

ア. 投票の設定内容および結果の確認は、複数名で行うものとする。 

イ. 確認者は、選挙管理委員に限定せず、現理事が担当することができる。 

３．常任理事の選出方法 

（１）選出主体 

常任理事は、選出された理事の中から互選により選出する。 



（２）選出方法 

常任理事の選出は、次期会長候補者および次期副会長候補者が中心となり、以下を踏まえて決定す

る。 

ア. 本人の意思 

イ. 業務分担の必要性 

ウ. 学会運営上のバランス 

 

４．その他 

本申し合わせに定めのない事項は、理事会において協議の上決定する。 

 

平成 8年 8 月 1 日 
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